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この比較から次のようを点が指摘される．土地を多く

拠出した農家吐比較指故が120廃と多く，労働刀を多く

提供している農家吐訂虻と少くなめ地代及資不の配当に

ウエートがかゝつてレた事がが　かがわれる．たゞし現行

反別割配当に対応する武井の地代及び資不配当額宰つい

て吐第4表の証記欄の通りその算出にあたって亀城県水

田自由売買平均価格に対する6分の利子をもって地代に

見香え資不利子吐年間稲作経営費をもって投下資本とし，

投下賢不の6分の利子をみこんで算出した．以上の事か

ら共同纏皆に於ける収益分配吐その適正を期する場合に

出資段階で出資額や土地評価額が明瞭である事を必要と

し，特に組合構成が土地，労働力，共に異をる農家に上

って構成されている場合町大切な事柄である．現段階で
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咤当事例のように出資方法が未分化で■どんぶ幻勘定にな

る事吐やむを得ないとしても評価のすでに明らかになっ

ている労賃決定を先に行ない．その残余l純収益】を反

別配当をすれば多少閲覧吐すくなくをる．もし純収益が

高まれば資不配当吐剤姫川として，地代吐当然売買価格

に応じて高める事だ上って補正される・しかし．租収益

の高さが〔上って分配の絶対顔畦動くので，不県広於ける

水田地帯の共同化の将来を考え反収の異なる場合の所得

配分をどのように変えるべきかを統計故値から検討して

みたところ窮5表の通わになった．この表から最低満足

しうる地代と労賃l時価700円）を確保するためには現

在米価で7俵以上の収益が必要である事が認められた．

腐5表　　　　報反収別生産用役所得配分表

　 項目

反灰

粗　 収　 益

権

所　　　 得 用 ・役　 別　 所　 得　 配　 分 証

米 ＋副産物 l円）

資

地　 代 1円】 l証】 日当労報円

A ・・・…法定′1、作科

6　　　 俵 8 2 川4 0 1 9 ，2 2 4

1 ，1 0 5 A 1 ，0 2 8

官

費

律

八

六

円

不

利

子

1 ，5 5 8 B 9 9 6 B ・…・・固定資 産税評価

円
6 ・00 0 C 7 8 5

額

〇・・…・小作料平均価額

D ・・t・・・地価 1 7 万円
7　　　 俵 3 7 ，8 8 0 2 4 ，5 6 4

1 ，10 5

6 ，00 0

A

C

1 ，3 3 7

1 ，0 4 9

円

律

七

円

9 ，3 2 8 D 8 5 8
E ・・…・地価 2 0 万円

p ・・・・・・地価 8 0 万円
上 ．．… 地価 。。万。

H ・・…・5 0 万円
8　　 俵 4 2 ，7 2 0　円

l

2 9 ．9 0 4

1 ，10 5

6 ，0 00

1 1．0 00

16 ，5 00

A

C

E

F

1 ，6 5 1

1 ，8 6 3

1 ，0 6 9

7 4 5

9　　 俵 48 ，0 6 0　円 8 5 ．2 4 4

1 ．1 0 5

9 ，8 2 8

22 ，0 0 0

A

D

汀

1 ，96 6

1 ．4 8 1

7 3 6

1 0　 俵 58 ．4 0 0　円 40 ，5 8 4

1 ，10 5

11 ，00 0

2 7 ．5 00

A

E

E

2 ．2 8 0

1 ，6 9 7

7 2 7

釆川i・い倫哩トラクタのけん引力に関する試験

・・－r・・柑二日－クロソブホイール装備時のけん引力について－

月舘鉄夫・守昆Il■吉男・木村勝一一

（東　北　農　試）

1　甘　えが　き

乗用ト　ラク　タの汎用化吐重要を疎放であるが，ロー

クロツブ・ホイールをト　ラク　タに装備し，管理作業に

使用することKよってト　ラク　タ利用時間の拡大を図る

ことも．その一つの方法と考えられる．

しかし，ト　ラク　タのけん引力は走行装置の状態に上

って天草く影響されるものであわ．ロークロツブ・ホイ

－ルの使用に上ってけん引刀の低下が想定されるので．

不試験ではロークロツブ・ホイール義博時に卦けるトラ

クタのけん引性能を，　標準ホイール装備時のけん引性

能との対比に封いて検知しようとしたものである・

2　試験方法

1．供式トラクタの主要諸元
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第1表　　供試トラクターの主要諸元

型　　　　　式

シリンダー政

定　格　出　力

水冷竪型

ディーゼル　3気筒　4サイクル

82f■S／2，000rp椚

全　　　　長　h】

全　　　　幅Id汀I

全　　　　　高　hI

軸　　　　距Id

地　上　間　隙lmI

変　速　ギ　ヤ

第2表　　　　供　試　土　壌　条　件

供試トラクター吐フォードソン・デキスタで，その主

髪諸元は第1表に示すと倉幻である・

乙　試験月日　　昭和袖年7月19日

8．供試圃場条件

式験圃場は東北農式の平趣を小麦収穫跡地【洪横火山

灰土）を供試した．

土壌含水率吐粛2表に示すよう鱒．上層でゼ・8努，下

層で劇．1廃であった・

地表．条件は煮3表牒示した．

土壌硬変はP－a型押込式土壌硬度計で測定したが．

結果は粛1図に示すように，深さ10mで厳も硬く【ほ．a

K，）．深まが増すにしたがって硬度はわずかに低く走る．

屠8表　供試圃場地表条件

土　　　　壌　　　　条　　　　件

土　　　　　　　 層

含水率 土 壌三相 l谷横 車 】

夫比重
日日 空　 気 土 水

上　 層　 1 1 － 5 d り 42 ．8 10 ．9 2 8 ．8 6 5 ．8 2 ．9 0

下　 層　 1 10 － 16 m ） 42 ．1 12 ．7 2 8 ．4 63 ．9 2 ．8 9

押
　
　
　
　
　
切

雷
入
義
娩
一
嶋
）

■　　　　　　ll l，　　　　　　tl

t入鞭毛（－）

第1図　土壌硬度

も　トヲクダーの試験条件

トラクターの状態を一足とするため変速ギヤ位置を第

2逓とし，燃料てこを全開とした．この時の機関回転歓

は2，tXDrp桝である．

その他．試験条件を窮4表に示す．

コークロツブ・ホイールのタイヤの幅．高さは槍準ホ

イールのタイヤの凡そ弟であわ，空気圧は逆に2倍の高

EEである．

第4表　　供試トラクターの試験条件

ホイール別 椀　　　 準 ロ－ク　コ　ツ
項 目 ホ　 イ　 ー ル ブ ホイー ル

車

体

総　　　 重　　　 量 l晦 ） 1．加 1，7壌I

前　 輪　 荷　 重　 t埠 ） 偽） 閻

後　 輸　 荷　 重 l軸 I 1，1E I 1，㈱

車

輪

寸

法

前　　　　　　　　 輪 5．軸 ×19 5 ．馳 ×19

後　　　　　　　 輪 ll．仰 × 勿 6．00 ×86

後輪 ・外 径×ダイヤ幅 l伽‖ 1訓．5X か ．5 117 ．5 × 14

空
気
圧

前　　 輪 l軸／d I 10 ．4 10．4

後　　 輪　 t晦／膚 】 5．4 10 ．9

注産屋はいずれも重錘を含んだもの

地　　表　　条　　件

刈 株 高

lf¶】

雑 草量

lg r／賃P】

王　 を　 雑　 草

1 1．2 2 8 0 ．8

ギ シギ シ ， タデ

ノヽ　コ　べ

両ホイールをそれぞれ装備した噂のト　ラク　タの重量

差吐，動輪荷重での軸である．

♭　測定項巳と測定法

11）けん引刀の測定

負荷車としてイン・クーB414トラクタ140王唱】を

用い．サブソイラーを装着して貫入疾さ奮5巾皇位で増

して負荷を増加させて行き．100節スリップするまでの

それぞれのけん引力を測定した．この時の走行距離吐10

竹である．

測定に吐ストレン・メータ記使用し．侠試ト　ラク　タ

と負荷革との間に，地表面と平行旺盛刀計【ロードゼル）

を入れ．けん引刀をオシログラフに記録した・

（功　スリップ率の測定

無負荷時の駆動輪の一定回転による進行距離lI－S】

と，負荷時の駆動輸の一定回転に上る進行距離lI－dI

を測定し．次式よ少算虻した・

1白　－1d

×100　日‖
も8

間　走行速匿の測定

10町掛走行に要する時間を測定し算出した．

3　試験括黒と考集

それぞれの測定結果にもとづいて．けん引刀とスリッ

プの関係を示したのが席2回である．

いずれのホイールの・場合もけん引力の増加に伴ってス

リップが増加したが．ローク⊂ツブ・ホイールの場合は

スリップが17努を越すと急速に増加する傾向がみられた．

標準ホイール，ロータロツブ・ホイール共実用最大け
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す
べ
b
率
　
的

けん引力（kl

第2回　けん引力とすべりネ

ん引刀吐スリップ率17多前後で得られた．

トラクターのけん引力と駆動輪荷重からけん引係故を

最大けん引力とトラクターの自重から粘着係数を求めた

のが，第5表である．

第5表　　トラクターのけん引刀

項 巨 実 用最大 け ん　 引 最　　 大
1

ホイ一一レ男l け ん 引 刀 係　　 敢 け ん 引 刀 粘着 係 敏

標 準 ホイー ル 6 20 勒 5 8 ．5 廃 9 8 0 K，
1 5 4 ・4 痴

ロープ ロップホイtJレ 50 0 4 7 ．2 6 0 5 8 4 ．9

p‾プpック・ホイールの実用最大けん引力は500軸

で・けん引係故吐標準ホイールよめ11・叩低い・しかし．

第1回からも明らかをように；けん引力が500極を越え

るとスリップが急速に増加するので．最大けん引力吐小
さh．

これらの結果から．ロータロツブ・ホイールは未耕地

に卦いては標準ホイールよめわずかに下掘るけん引刀を

発揮するが，ダイヤの接地面がガで士境の明断砥抗が減

少するため土壌条件の変化．例えば，水分の増加．或い
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は繊起直后の膨軟な圃場等では，けん引性能が大きく低

下するものと推定される．

したがって．ロークロツプ・ホイールは，不乗の目的

である中耕・除草・蒸散・中培土等の管理作業に吐適す

るが，大宅土以上の塵作業法困難である．

改野，まえが亨でも述べたエうに．最近．トラクター

吐耕転・整地のみでなく．隠肥・播種作業・管理作業等

に汎用化されて来た．しかも．作物吐轡植多収の方向に

進んでいる情勢の中で，更にトラクタ　を効率的に利用

しようとすれば．管理作業にタイヤの細いロータロツプ

・ホイールを使用し．トラクタ　利用範囲の拡大も一つ

の方法であろうと思われる．

ただし，ロータロツプ・ホイールの準周吐ダイヤとリ

ムのみでなく，デスクも共に粛入した方がよい．これ比

費用畦やゝかさむが．ホイール交換時間節減のために必

要をことでめる．

4　　要　　　約

1・乗用車輪型トラクターについて．橡準ホイール▲

ロータロツブ・ホイールを供試し，兼耕地に卦けるけん

引性能試験奇行在った．

a　レ、ずれのホイールでも，けん引刀の増加に伴って

スリップが増加した．

8・実用最大けん引刀は．標準ホイールで620晦，ロ

ータロツブ・ホイールで吐600鴎で．いずれもスリップ

率17痴前后で得られた．けん引係数はそれぞれ隠．5宙，

47．2多で，ロークロツプ・ホイールが11．8≠低かつた．

も　ロータロツブ・ホイールで吐．けん引刀が500軸

を越えるとスリップが急速に増加し．最天けん引刀吐

606晦であった．

良　ロータロツブ・ホイールの粘着係政吐鋸．9事で，

榛準ホイールの臥4多忙対し．凡そ皿痴低下した．

＆　以上の結果から．ロータロツブ・ホイール吐管理

作業に吐充分のけん引性能モ発摺するが．土壌条件の変

化によるけん引性能の低下が天きいものと推定され，重

作美に吐通さないと思われる．


